
　入院診療計画書 患者番号

　　　　　　私達は

年　　　月　　　日

病　　名
VCG DMSA レノグラム

（　　／　　） （　　／　　） （　　／　　） （　　／　　）
□体温・呼吸回数・心拍数を測ります。 □体温、呼吸回数、脈拍、血圧を測かり □体温、呼吸回数、脈拍、血圧を

□寝る前に下剤の内服があります。 □検査2時間前に浣腸を行います。 　 ます。 　 測かります。

□

□検査に使った薬を身体にためないようにするために

　点滴を使用します。

□点滴から抗生剤を投与します。

□点滴をしていますので移動の時はナースコールを □ベッドの上で静かにすごしましょう。

　 病棟外には出ないようにしましょう。 　 押して看護師を呼んでください。 　それ以降は病棟内を歩けます。

□点滴をしている間の移動は看護師を呼んでください。

□尿道カテーテル挿入中はベッド上ですごしましょう。

□検査終了後は体調が良ければ食事はできます。

□(眠くなる薬剤を使用する場合には食事を待っていただきます。）

   入院中も制限食となります。

□おしっこ、うんちはトイレでしますがおしっこの検査 □おしっこの検査を行います。 □おしっこの検査を行います。 □おしっこの検査を行います。

　 がありますのでトイレの時は看護師に教えて □検査が始まりましたら、トイレへの移動は出来ません。

   ください。

　

□お風呂またはシャワーを浴びることができます。 □点滴をしている場合看護師が身体拭きを行います。

　

□医師より検査の説明があります。 □体調が悪い時には無理せず看護師にお伝えください。 □医師より帰宅後の注意点について説明があります。

□看護師より退院についての説明があります。

□予定に沿って検査が受けられる。 □苦痛の訴えができ処置により和らぐことが □退院後の生活が分かる。

□治療の内容・流れが分かる。 □苦痛の訴えができ処置により和らぐ 　 できる。

　 ことができる。

〒409-3898　山梨県中央市下河東1110番地
山梨大学医学部附属病院小児科　　TEL：055-273-1111

症　　状:

山梨大学医学部附属病院　　　　 号室　　

 0008985093

膀胱造影検査を受けられる　パス　テスト００１　様へ
1.　お子様の入院や治療に対する不安をできるだけ少なくし、最良の状態で治療が受けられるようにお手伝いいたします。

2.　治療の苦痛などを軽減し,また順調に回復して、安心して退院できるようにいたします。

＊入院に関して、心配なことがありましたらお申し出下さい。

□検査前に尿道カテーテルを入れます。

　　終了後はカテーテルが抜けます。

この表はおよその経過をお知らせしたものです。お子様の状態により予定通りではないことがありますのであらかじめご承知下さい。

患者又は代理者同意サイン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

主治医　　　　　　　　　　　　　　看護師長　　　　　　　　　　　　　担当看護師　　　　　　　　　　　　　　薬剤師　　　　　　　　　　　　　　　栄養士

特別な栄養管理の必要性（あり・なし）　　　　ベッドネームに（同意する・同意しない）　　部屋ネームに（同意する・同意しない）

検査前日（入院日）

検
査
・
処
置

□体温・呼吸回数・心拍数・血圧を測ります。

□血液とおしっこの検査を行います。 □検査前に尿道カテーテルを入れます。
終了後はカテーテルが抜けます。

点
滴

□検査に使った薬を体に貯めないように点滴をします。

□点滴から抗生剤を使用します。
□身体の状態がよければ点滴を抜きます。

目
標

　
行
動
範
囲

□病棟内は歩いて良いです。 □点滴をしていますので移動の際はナースコールを押し
て看護師を読んでください。

食
事

□食事・飲み物は制限ありません。しかし食事制限 □検査終了後体調が良ければ食事が出来ます。

　 がある場合（カロリー・塩分・蛋白・脂肪制限）は □(眠くなる薬剤を使用する場合には食事を待っていた
だきます。）

ト
イ
レ

お
風
呂

□点滴をしている場合には看護師が体ふきを行います。

　
　
説
明



　　　　　　　　　退院日
　　　　　　　　（　　/　　）
□体温、呼吸回数、脈拍、血圧を測ります。

□状態を確認後退院となります。

□退院することができる。

H24年5月改訂


